
 

平成１７年度 「ひと、輝くまち 倉敷。」市民企画提案事業 事業実績報告書 

事 業 名 お年寄りとこころのふれあいを持つ会 

団 体 名 倉敷中央ライオンズクラブ 市担当部署 高齢福祉課 

事 業 費 １，１８２，４０４円 市の負担額 ８５７，５４９円 

 

【目的】 

 日常、活動範囲の狭いお年寄りとこころのふれあいを持ち、晩年が孤独になりがちなお年寄りに、

やすらぎを提供する。 

 

 

 

事
業
の
目
的
・
概
要 

【概要】 

 病院・ケア施設等とタイアップして、お年寄りを一定人数集め、中学生のボランティアと共に日帰

りの小旅行に招待する。 

 

 

 

 

事
業
実
績 

実施日  平成１７年１０月１５日（土） 

実施場所 鳥取県 とっとり花回廊 

参加者数 お年寄り ５９人 

     中学生  ６８人    計１６３人 

     その他  ３６人  

事
業
成
果
・
課
題 

倉敷地区の広範囲にわたってお年寄りと中学生ボランティアを募集し、多くの参加者が得られ、お

年寄り、中学生ボランティアの交流により、双方に日常では得られない体験をする機会を与えられ、

有意義なものとなった。 

課題としては、 

① バスの移動時間が長く、日程にゆとりが無かった 

② お年寄りの参加条件（身体状況・付添い者の有無・募集範囲等）を設定するのが困難なこと 

があげられる。 

 

今
後
の
展
望 

今回の事業実施により得られた経験とアンケート結果等を活用し、ライオンズクラブのボランティ

ア活動として、さらに充実したものにしていく。 

 

 

 

 

 



 

提 案 団 体 自 己 評 価 書 

事 業 名 お年寄りとこころのふれあいを持つ会 

団 体 名 倉敷中央ライオンズクラブ 

１ 実施計画書のと

おり実施できた 

１ できた 

２ 概ねできた 

３ あまりできなかった 

４ ほとんどできなかった 

２ １の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

３ 事業予算書と実

績との比較 

１ ほとんど同じ 

２ 多少の変更があった 

３ 大幅に変更している 

４ ３の回答で２，

３と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

５ 事業の実施によ

って期待した効果

をあげることがで

きた 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

６ ５の回答で、３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

７ 市と協働するこ

とで期待した効果

を得ることができ

た 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

８ ７の回答で３，

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

９ その他、評価す

べき点（事業を通

じて気づいた点な

ど） 

官民一体となって、高齢者福祉と青少年健全育成の２つのボランティア活動ができ

たことは、意義あるものと思う。 

 

 

 

市民企画提案事業に

ついて意見・要望な

ど 

市民の企画提案による福祉事業を市がバックアップするという発想は素晴らしいと

思う。当クラブの日常的な活動エリアが限られていることから、事業実施に当たっ

ては、公益性、公共性の面で単独事業とは異なる難しさがあった。 

 

 



 

市 自 己 評 価 書 

事 業 名 お年寄りとこころのふれあいを持つ会 

市担当部署 高齢福祉課 

１ 実施計画書のと

おり実施できた 

１ できた 

２ 概ねできた 

３ あまりできなかった 

４ ほとんどできなかった 

２ １の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

３ 事業の実施によ

って期待した効果

をあげることがで

きた 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

４ ３の回答で、３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

５ 提案団体と協働

で事業実施するこ

との効果はあった

か 

１ 非常にあった 

２ あった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

６ ５の回答の主な

理由 

ライオンズクラブの事業として、すでに過去の実績がある事業について、規模を拡

大して実施した形で、ノウハウ等すでに実施団体が持っていた。 

 

７ その他、評価す

べき点（事業を通

じて気づいた点な

ど） 

ライオンズクラブと協働することで、クラブ内の様々な職種の方々の協力が容易に

得られ、高齢者の体調管理等に十分な体制をとることができた。 

 

 

 

 

 

 

市民企画提案事業に

ついて意見・要望な

ど 

この事業は、実施主体に実績・ノウハウがあったので、結果的に協働というよりも

市がバックアップして事業が実施されたような形となった。「協働」の意味をもう少

し具体的に定義づけする必要があるのではないか。 

 

 

 

 

 


